
令和８年度 社会人選抜試験 
 

小 論 文 
 

 

注意事項 

１．試験開始の合図があるまで、この冊子を開いてはいけません。 

２．試験開始の合図があった後、最初に問題用紙と解答用紙の確認を行ってく 

ださい。 で、

です。枚数の不足、重複のないことを確認してください。 

また、印刷が不鮮明な場合は、手を挙げて試験監督員に知らせてください。 

３．受験番号の記入漏れ又は誤記があった場合は失格になります。 

４．解答は、解答用紙に、 で記入してください。 

５．下書きは、別紙の下書き用紙を使用してください。 

６．数字２文字以上を続けて記入する場合は、次のように記入してください。 

 

例① ２０２５年  → 

 

例② ９９．９％  → 

 

７．濁音（が、ぎ、ぐ・・）、半濁音（ぱ、ぴ、ぷ・・）は１文字として記入し

てください。 

８．体調不良やトイレに行きたい場合などは、黙って、手を上げてください。 

それ以外の途中退室は認めません。 

９．試験監督員の試験終了の合図と同時に解答するのをやめて、着席したまま 

試験監督員の指示を待ってください。 

10．解答用紙は、未記入のものも含めすべて回収します。なお、問題用紙及び 

下書き用紙は、持ち帰って構いません。 
 

２０ ２５ 年 

９９ ．９ ％ 



【出典】 

「令和６年 人々のつながりに関する基礎調査結果」（内閣府）より一部抜粋 

令和８年度 社会人選抜小論文試験問題 
 
【問】 

次の文章と図は、『人々のつながりに関する基礎調査（令和 6 年）』の一部である。図から
読み取れることの要点を 200 字程度で説明し、図と本文の記述をもとに、どのような人に
どのような孤独・孤立に対する支援が必要だと考えるか、あなたの考えを 600 字以内で述
べなさい。 

 
内閣府は、社会問題の背景に孤独・孤立問題の存在が指摘されていることをふまえ、我が

国における孤独・孤立の実態を把握することを目的として『人々のつながりに関する基礎調
査（令和 6 年）』を実施した。 

調査では、孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、男性が 4.4％、
女性が 4.2％となっている。これを男女、年齢階級別にみると、男性では 20 歳代、30 歳代、
50 歳代及び 60 歳代で、女性では 20 歳代及び 30 歳代で高くなっている。 

また、現在の孤独感に影響を与えたと思う出来事をみると、孤独感が「しばしばある・常
にある」、「時々ある」又は「たまにある」と回答した人では、「家族との死別」と回答した
割合が 24.6％と最も高く、次いで、「一人暮らし」（18.8％）などとなっている。 

次の図は、この調査の中で、男女、年齢階級別に困った時に頼れる人の種類についての結
果である。 


